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平成 30年度タウンミーティング会議録  

 

期   日   平成 30年 7月 2日 (月 ) 14： 00～ 15： 25 

会   場   ゆっくら健康館２階 健康教育室  

対 象 者   子育て・青少年健全育成、交通・防犯関係  

（社会教育委員会・青少年相談員・防犯連絡員協議会・安協・安管・ PTA連

絡協議会・女ネット・子ども会育成連合会・ひじり保育園・こすもすくー

る・祝町幼稚園・大洗かもめ保育園・第一保育所・明石保育園・南中学地委

員・すくすく・こどもの城・一中・南中・大洗小・南小）  

町 執 行 部 町長，町長公室長，まちづくり推進課長，生活環境課長，生活

環境課生活環境係長，住民課長，こども課子育て支援係長，福

祉課長，学校教育課長，生涯学習課長  

出 席   者    50名  

 

町民：  ・病児保育事業費補助は女性ネットワークでも要望してきた事業な

のでありがたい。何処で実施するのか，また他園の子供の受け入

れはあるのか。  

 

子育て支援係長：  

・認定こども園のひじり保育園で実施予定であり，事業に対し町が

補助するものである。国県の補助要件で自園以外の子供も受け入

れることが条件となっており，受け入れる方向で検討いただいて

いる。  

 

町民：・夜間、土日の小児救急外来を探すのに苦労している。町としての動

きはあるのか。  

 

健康増進課長：  

・町独自の体制としては難しい。県央地域の広域市町村圏の枠組

み  で対応していきたい。  

 

町長：  ・水戸を中心とした県央地域９市町村で連携していく。  

 

町民：  ・安倍政権で３～５歳児の幼稚園，保育園の無償化が始まるが，浮

く財源の使途はどう考えているか。０歳児から補助して人口増加

に繋げてはどうか。  

 

子育て支援係長：  

・現在，町独自で国の保育料基準額から 26％軽減（ 3,000万円弱）

して徴収している。国では来年 10月から３～５歳児の幼児教育無
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償化，非課税世帯は０～２歳児の完全無料化を予定している。実

施されれば 2,000万円超の負担が減 少す るため，その財 源を どう

子育て支援政策に活かしていくかを今後検討していく。  

 

町民：  ・一中の体育館が暗いので改善をお願いしたい。  

・一中に駐車場が少ない。部活で他校が来校した際に不便を感じる。  

 

学校教育課長：  

    ・体育館については，暗さを確認して出来る範囲で対応をしていく。  

・駐車場は用地の確保など，現実的に難しい問題がある。多くの来

客が来る際には，隣接する大洗小学校の駐車場を借りるなど，小

中連携での対応をお願いしたい。  

 

町長：  ・先日一中体育館を訪れた際に，やはり暗いと感じた。出来るだけ

改善する方向で検討する。  

    ・ 10月に南小中共用体育館が完成すれば教育施設整備は一巡する。

今後は既存の施設の改善を充実させていく。  

    ・駐車場確保は用地の問題から難しい環境にある。様々な配慮は検

討する。  

 

町民：  ①大阪府北部地震では子供がブロック塀の下敷きになる被害が発生

した。大洗町では通学路のブロック塀点検の予定はあるか。  

②通学路で歩道に草が茂っていて危ない場所があるので対応して欲

しい。  

③子供会に入っていないため通学班で通えない子供が増えている。

なんとか出来ないものか。  

④大洗小・一中合同引渡し訓練があった。発災時に歩いて子供を迎

えに行く訓練なのに，父兄の車で西福寺の駐車場が一杯になり，

父兄同士のトラブルがあったようである。もう少し協議して実施

してはどうか。  

 

学校教育課長：  

 ①学校施設内にはブロック塀がないことを確認している。通学路は

合同点検において注意を払いながら点検していく。  

②通学路合同点検の対策箇所に位置づけ対応していく。  

 ③子供会に入っていないと登校班に入れない訳ではない。なるべく

一人で歩かないように学校にお願いしていきたい。  

④今後このような事がないように周知を図っていきたい。  

 

町民：  ・親が立梢当番を担えないので子供会に入らない。一緒に行って良
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いことにはなっているが、子供が親から一緒に行くなと言われて

いるようだ。迷惑を被るのは弱い立場の子供となってしまう。  

 

町長：  ・教育委員会主導で各所と協議し適切に解決していく。  

    ・町内会も加入しない世帯が増え，地域における防犯灯の電気料が

払えない，日赤募金が集まらないなどの話しを聞く。町内会のあ

り方について整理検討していく。  

    ・大貫地区は，下校時に旧水戸鉾田佐原線を歩くのでグリーンベル

トを早く整備していきたい。  

 

町民：  ・孫が南小に通学している。船渡大洗線が完成すれば通学にも便利

になると思うが，最近は公衆電話が少ない。何かあった際に駆け

込める「飛び込み 110番」のような民家は確保できるのか。  

 

町長：  ・船渡大洗線と国道の接続部分は，横断歩道は設置しないで少し先

の歩道橋を渡って山場平を通る通学路を検討している。  

    ・民家があまりないので緊急時の連絡体制をどうするか検討し安全

に登下校出来る環境を整えていく。  

 

町民：  ・自動車や自転車の往来が多く複雑な道路の場所なのでとしっかり

した対応をお願いする。  

    ・大洗駅からの通学バスが変わると聞いたがどうなのか。  

 

町長：  ・鉾田行きの路線バスは 9月で廃止となる予定である。代替案とし

て海遊号の時間を変更して対応していく。  

 

 

15： 25閉会  


